
平間保育園・平間乳児保育園跡地の
有効活用について

川崎市財政局資産管理部資産運用課
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（１）概要

所在地 神奈川県川崎市中原区上平間３６６－１

土地面積 １,１９０.８７㎡（実測地積） ※旗竿地

地目 / 容積率 / 建ぺい率 宅地 / ２００％ / ６０％

供給処理施設の状況 上水道：可 下水道：可 電気：可 都市ガス：なし

交通条件 JR南武線 平間駅より徒歩１０分

接道状況 接道幅：約４．５ｍ（再建築不可ではない）
片側1車線両側通行道路（歩道含めて幅員約６．５ｍ）

建物・占用物の有無 建物無
敷地引き込み用に電柱（一部近隣宅地への引き込み含む）あり
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（１）概要

 昭和４３年以前 更地（畑）
 昭和４３年 ６月 平間・平間乳児保育園 建築・保育園開設
 令和 ５年 ３月 園舎解体工事完了、防草シート敷設

〇利活用経過

〇周辺環境

 当該地区は県道大田神奈川線の近傍に位置しており、車
において東京方向へのアクセスも良い箇所である。最寄り
駅であるＪＲ南武線「平間駅」まで約0.8ｋｍ。

 対象地周辺は不規則的に市街地化が進んだエリアとされ、
密集市街地の傾向が見受けられる。

 対象地は多摩川の近傍であるため、洪水ハザードマップ上
は「家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）」に指定されて
いる。

 川崎市公表の「浸水実績図（平成２５年～令和４
年）」において、対象地から半径１００ｍ以内では浸水
被害は確認されていない。

（地図の出典：国土地理院）
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（２）庁内での検討状況

当該地周辺では、行政として積極的に解決すべき課題がある地域ではないため、民間ならではの発想やノウハウを活用し、
地域の魅力向上に資する土地利用が可能か検討しています。

計画上の位置づけ 土地の形質行政課題 活用の手法

川崎市都市計画マスタープランで

は、人口減少も見据えた、住民

同士の交流の機会の創出や、コ

ミュニケーションの維持・活性化を

推進することを目指しています。

現状、行政として市税を投入し

て積極的に解決すべき大きな課

題は見受けられません。

対象地は建物がなく更地となって

いるため、建築物の自由度は高

いものの、形状が旗竿地となって

おり、利用の方法が限定されると

考えられます。

現状、当該跡地の利活用の予

定はないため、財産の有効活用

の観点から、貸付、売却ともに可

能とします。

〇基本的な考え方



6

（３）考え得る活用パターン

パターン１ パターン２ パターン３

活用
パターン

新築(民) 新築(民)＋広場整備(民)
民間活用をせず
単純売却

活用例 商業施設に公共的機能を併設 商業施設に広場を併設
-

公共的
機能の例

•施設内の一区画に地域住民が活
動できる場所や、交流を深めること
のできるスペースを設ける 等

•多様な区民が交流し、活動できる
空間としての広場 等

-

契約形態
貸付：事業用定期借地権設定契約
売却：土地売買契約

売却：土地売買契約



令和６年度冬頃 跡地の利用方針策定

令和７年度春頃 サウンディング調査

令和７年度秋頃 公募実施
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（４）想定スケジュール

※事業提案を伴う条件（事業の主たる内容が提案に依存するもの）を付す条件付売却又は条件付貸付の場合



土地の活用可能性の有無
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（５）ご相談事項

 跡地の活用を進めていくにあたり、次の事項について伺いたいと考えております。
 また、次の事項以外にもご意見等ございましたら、いただきたいです。

当該地域の市場性 有効的な事業手法

 現状建物は無く更地
 旗竿地

 スプロール的な住宅街
 多摩川近傍
 幹線道路近傍

 貸付？売払い？
 貸付期間
 地域の魅力向上に資する事業
 地域特性に合致した事業
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（６）資料編 (対象地面積等)

N

公道幅員：約６.５ｍ

約３３.５ｍ

約１３.１ｍ
約３１.０ｍ

約２１.９ｍ

約３９.８ｍ

約２３.８ｍ

約１０.２ｍ

約２９.８ｍ 約４.５ｍ

地積：１１９０.８７ｍ２
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（６）資料編

〇指定道路・建築基準法道路種別
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（６）資料編

〇都市計画 情報

黄色
エリア

黄緑
エリア
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（６）資料編

〇洪水ハザードマップ

：家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）

※ 内水、土砂災害ハザードマップにおいて、本敷地は警戒する区域には入っておりません。
上記情報は２０２４年５月時点の公表情報にて調査しております。

：対象範囲
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（６）資料編 （現場写真１）

②

②

③

③

①
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（６）資料編 （現場写真２）

④④

⑤⑥

⑤
⑥


